
























technology とか tool といったようなことの T で、それから E は ecology の E だろうと思いま

































































































































































































































ますが、10 人に 1 人いるかいないか。つまり在来鉄をまず均質の板状の鉄に打ち延ばさなく
てはならない、その段階の技術を身に付けられない人も多いわけです。洋鉄になると、まず鍛
冶屋に弟子入りした人間の歩留まりが何培かにはなっているということが、一つの条件として










































































































ろで 30 cm、下へいきますと 40 cm くらいになりますが、そのくらいに育てばもう使えるんで































































































































































































急速に消えつつある。日本でも鍛冶屋はある所まで来た時に消えていく . . . 。
香月節子 : いえ、消えていかないです。






































































まっている。だから作らせるのが大変なんです。一軒の民家でだいたい 5, 6 千本使います。ツ
ツミ板というもので打っていくんですが、鍛冶屋に頼むと非常に高くなる。昔は安かったのに
どうして今は高くなっているかというと、作り方がもうわからないから、一度に大量に注文が




















もらって、1 軒 1 軒の農家がどのくらい道具を持っているかをできる限りカウントしています。
そうするとどの家にも必ず数多くとり揃えている、多いものになると 15 や 20 はある竹細工の
容器が 3 種類か 4 種類あるんです。例えば高さ 70 cm 直径 50 cm ぐらいの竹のカゴがあって、
僕はこれを持ってみて驚いたんですが、同じ大きさの日本の竹カゴの3 倍くらい重いんですね。
底は 3 重になっていて。このカゴの用途を細かく数えていくとおそらく 100 くらいはすぐにあ
げられるのじゃないかと思います。僕が滞在していた何日かの間だけでも 30 種類くらいの用




中国の竹細工を取り上げてみると、現在の日本の竹細工には 1 つのカゴで用途が 100 あるとい
うのはまず無いと思います。日本の農家で例えると、100 の用途を考えなければいけないとい
うと、たとえば 20 種類くらいの用途可能な道具を 5 種類揃えるというふうになるんじゃない
かと、中国の農家を見せてもらいながらずっと思っていました。そこに新しいポリとか合成樹
脂の容器が入ったとしても、そのポリ容器一種類でもってその高さ 70 cm 直径 50 cm ぐらい
の竹カゴにおきかわるような道具はないだろうと思います。竹の持つ弾力性、通気性、頑丈さ、
多目的に沿う形状といったもの全部がそのカゴの中にメリットとして入っているわけですから。
20 の用途を持った 5 種類のカゴを使うなら、その内の 1 つか 2 つは新しい道具が入ってきや
すいような気がします。特に民具を調査しておりますと、西日本の場合形が洗練されていくと、
5 種類ある仕事に 5 種類の道具を考えるのではないか。東日本の場合は 5 種類の仕事にまあ 3
種類ぐらいの道具を作って、あとは使い方のバリエーショシで勝負するというような、  漠然
とした印象を私は持っています。物質文化が洗練されていく時に、細やかさがどんどん形に
なって多様化してていく場合、これは部分的に他との置き換えがより可能になっていく柔軟性、
悪く言えば脆さを持っているように思います。たださっき申しましたように、まだたかだか 2
年江西省の農村を覗かせてもらって歩いただけですから、これは中国と日本の比較ではなくて、
物が洗練されていく方向のあくまで 2 つの例えとして考えていただきたければと思います。ど
う洗練されていくかという間題と、それがどう置き換えられていくかという事は、密接に繋
がっているような気がします。
田村 : 先程もカマの事を言ったんですが、多様な地域性があって、それに対応できるような
道具を打ち分けていく事で産地は形成されていくんですが、たぶんある地域のカマ、青梅なら
青梅のカマを使うというのは、一つの慣れだとおもうんです。もちろんもう少し突っ込んで言
うと、基本的にはその士地との関係が微妙にあると思うんですねが、しかしそういうものを克
服していく事ができる農具というのが、ひょっとしてあるかもしれない。香月さんが最初に、
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近代とは普遍化していくことだとおっしゃっていましたが、交換可能なものを作っていけるだ
けの技術はあると思います。だがそこに行くまでにはやはりある種の慣習的なもの、伝統的な
ものを、形の上でも使い方の上でも一度は踏襲していかないと、飛躍できないのじゃないか。
飛躍できるものとできないものがあるだろうという気は、前からしています。
新津 : その辺は非常におもしろいところだと思います。香月さんが言われたように洗練さ
れ、多様化され、そして細やかさの中にもしかしたら、文化のある種の頂点を迎えるのかもし
れませんね。そして頂点を迎えるとそれがずっと維持されていくという様に解釈できます。少
し飛びますけれども、おそらく日本の茶の湯だとか生け花なんかのある種の流派もそういう感
じがしますし、西洋の建築様式でもそのような事があるだろうとおもわれますし、田村先生が
言われたように、  あるいは洗練されたそのまた向こう側に何かの飛躍があるのかもしれない
し、また洗練される前に代替されてしまう事もあるでしょう。物質文化の持っている多様な展
開過程、あるいは洗練されたものとそうでないものとの並存というのは、これから研究してい
くとおもしろいのではないかと思います。
田村 : 話がだんだんおもしろくなりそうなところに来ましたけれども、この辺でそろそろ休
憩を取りたいと思います。だいぶニコチンが切れてきました。
